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教 育 委 員 会 定 例 会 会 議 録 

 

１ 日 時 

   令和７年５月１３日（火） 

    開会    ９時３０分 

    閉会   １０時２５分 

 

２ 場 所 

   教育委員室 

 

３ 出席者及び欠席委員の氏名 

出席 福永和伸教育長、大森達也委員、冨樫健二委員、安田悦子委員、横山史子委員 

欠席 なし 

 

４ 事務局職員 

副教育長 大屋慎一 

次長（教職員担当）福井崇司 

次長（学校教育担当）早田清宏 

次長（育成支援・社会教育担当）坂井哲 

次長（研修担当）小濵偉 

教育総務課 課長 大坪恵子、班長兼企画員 立木雄真、主任 日置翔太 

高校教育課 課長 山北正也、係長（充指導主事）脇本慎太郎、 

充指導主事 山田篤史 

社会教育・文化財

保護課 

課長 松本真人、班長 新名強、主任 鐸木厚太 

小中学校教育課 課長 尾上修一、主任 渡辺祥啓 

生徒指導課 課長 向井英規、子ども安全対策監 村林正樹、 

班長 平井貴子 

保健体育課 課長 堀越英範、充指導主事 石井裕範 

 

５ 議案件名及び採択の結果 

 件  名 審議結果 

議案第４号 令和６年度教育に関する事務の管理及び執行の状況

にかかる点検及び評価（事業マネジメントシート）に

ついて 

原案可決 
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議案第５号 三重県天然記念物紀州犬審査会審査員の任命につい

て     

原案可決 

議案第６号 三重県天然記念物日本鶏審査会審査員の任命につい

て     

原案可決 

 

６ 報告題件名 

 件  名 

報告１ 令和８年度三重県立四日市工業高等学校ものづくり創造専攻科入学

者選抜実施要項について      

報告２ 令和７年度第１回三重県教科用図書選定審議会（書面決議）の結果 

について 

報告３ 三重県いじめ問題対策連絡協議会委員の任免について 

報告４ 令和６年度全国高等学校選抜・選手権大会に係る入賞者について 

報告５ 令和７年度第７５回三重県高等学校総合体育大会の開催について 

 

７ 審議の概要 

 

・開会宣言 

福永和伸教育長が開会を宣告する。 

 

・会議成立の確認 

５名中５名の出席により会議が成立したことを確認する。 

 

・前回審議事項（４月１７日開催）の審議結果の確認 

前回定例会の審議結果の内容を確認し、全委員が了承する。 

 

・議事録署名者の指名 

安田委員を指名し、指名を了承する。 

 

・会議の公開・非公開の別 

福永教育長が各委員に諮り、議案第５号から議案第６号については人事に関する案件

のため、非公開にて審議を行うこととした。 

 

・審議事項 

議案第４号 令和６年度教育に関する事務の管理及び執行の状況にかかる点検及び評
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価（事業マネジメントシート）について（公開） 

審議の概要 ・教育総務課長が令和６年度教育に関する事務の管理及び執行の状況に

かかる点検及び評価（事業マネジメントシート）について説明。 

・教育長が各委員に諮り、可決された。 

各委員から

の主な質疑 

（大森委員） 

単年度で教育の効果は図れるのか。県の事業の中には、単年度評価にそ

ぐわない事業が多くあると思う。例えば10年間の評価としてとらえたとき

に、本当にこの評価でいいのか。概ね順調のＢ評価が続き、計画が終わっ

た時には仕上がっていると考えるような評価基準については疑問に感じ

る。 

（教育長） 

長期的な成果の評価と短期的な評価が異なるのではというところは、お

っしゃるとおり。特に教育は百年の計であり、長期的に見ていかなくては

ならないのは理解している。ＰＤＣＡをまず単年度で回していくというこ

とを基本において、さらに長期に視線を向けながら進めていくこととして

いる。１年間の短期的な評価のみですべて満足しているわけではないの

で、取組を進めていかなければならないと感じている。 

（副教育長） 

予算議論も基本単年度であり、どうしても単年度評価が必要であるとい

う事情はあるが、特に学校現場は３年単位や６年単位で考えているので、

その点は考慮していきたい。 

（横山委員） 

評価は誰がどのように行うのか。 

（教育長） 

基本的に部局が評価し、議会に報告して意見を聞き、調整をしたうえで

県民に示すという流れになる。この評価ではいけないと議会で指摘される

ことも可能性としてはある。本定例会で議決をいただいたら、６月の常任

委員会に本資料を提出して、議員の意見をいただく。最後は議会で決める

ということになる。 

（冨樫委員） 

記載にあるＫＰＩについては、誰がどのように回答しているのか。 

（副教育長） 

質問それぞれで異なり、学習状況調査等の回答からの引用、あるいは学

校の調査や県教委独自の調査もある。様々な調査を組み合わせている。 

（冨樫委員） 

示された方針や目標については、教職員に共有されるのか。 
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・報告事項 

報告１ 
令和８年度三重県立四日市工業高等学校ものづくり創造専攻科入学者選

抜実施要項について（公開） 

審議の概要 ・高校教育課長が令和８年度三重県立四日市工業高等学校ものづく 

り創造専攻科入学者選抜実施要項について報告。 

・教育長が各委員に諮り、了承された。 

各委員から

の主な質疑 

（冨樫委員） 

最近、工学系人材が民間でも求められているが、定員は変わらないのか。 

（高校教育課長） 

当初から20名ということで変えていない。 

（冨樫委員） 

現場の方から増やしてほしいという希望は出ていないか。 

（高校教育課長） 

特に今のところは具体的な要望はない。受験者自体も20名前後で落ち着

いているので、適切な人数であると考えている。 

 

・報告事項 

報告２ 
令和７年度第１回三重県教科用図書選定審議会（書面決議）の結果につい

て（公開） 

審議の概要 ・小中学校教育課長が令和７年度第１回三重県教科用図書選定審議会（書

面決議）の結果について報告。 

・教育長が各委員に諮り、了承された。 

各委員から

の主な質疑 

質疑なし 

 

・報告事項 

報告３ 三重県いじめ問題対策連絡協議会委員の任免について（公開） 

審議の概要 ・子ども安全対策監が三重県いじめ問題対策連絡協議会委員の任免につ

いて報告。 

・教育長が各委員に諮り、了承された。 

（副教育長） 

元気プランであるため、出来上がりの資料は配布する。 

（教育長） 

元気プランで、ＫＰＩを設定し、その目標に向けて進めることを決めて

いるので、それに従っていくことになる。 
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各委員から

の主な質疑 

（冨樫委員） 

例えば女性特有のいじめというものもあるので、男女比をもう少し考え

た方がいいのではないか。 

（生徒指導課長） 

引き続き、依頼する際に、そのような旨も伝えながら、構成比の改善に

努めてまいりたい。 

 

・報告事項 

報告４ 令和６年度全国高等学校選抜・選手権大会に係る入賞者について（公開） 

審議の概要 ・保健体育課長が令和６年度全国高等学校選抜・選手権大会に係る入賞者

について報告。 

・教育長が各委員に諮り、了承された。 

各委員から

の主な質疑 

質疑なし 

 

・報告事項 

報告５ 令和７年度第７５回三重県高等学校総合体育大会の開催について（公開） 

審議の概要 ・保健体育課長が令和７年度第７５回三重県高等学校総合体育大会の開

催について報告。 

・教育長が各委員に諮り、了承された。 

各委員から

の主な質疑 

質疑なし 

 

・審議事項 

議案第５号 三重県天然記念物紀州犬審査会審査員の任命について（非公開） 

・非公開により審議されたため、三重県教育委員会会議規則第十三条二項の規定により

会議録は別途作成 

 

・審議事項 

議案第６号 三重県天然記念物日本鶏審査会審査員の任命について（非公開） 

・非公開により審議されたため、三重県教育委員会会議規則第十三条二項の規定により

会議録は別途作成 

 

・閉会宣言 


